
児童厚生施設とは 

○児童館・こどもセンター・児童クラブの概要について 

児童厚生施設とは、児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操を豊かにするこ

とを目的とする児童福祉法に定められた施設で、こどもセンター、児童館、児童遊園などが

あります。 

児童厚生施設、とりわけ児童館の整備については、本市旧市域では、13 の行政区域に分

かれ、地形的又は距離的にも地域活動の推進が極めて必要であったことから、中央児童館

的なものよりも地域児童館を優先し、小型児童館の建設を昭和34年から進めてきました。 

建設にあたっては、希望地域からの要望、土地の提供等の協力により設置を進めてきま

した。平成３年度のピーク時には、４１館の児童館が設置されましたが、平成３年４月に「相模

原市こどもセンター計画」を策定し、児童館機能と児童クラブ機能を併せ持つ「こどもセンタ

ー」を原則として各小学校区に１館設置することを目標に整備を進めてきました。 

その後、社会経済状況の変化に伴い、「相模原市こどもセンター計画」の見直しを行い、平

成１３年１２月に「相模原市児童厚生施設整備計画」を策定し、こどもセンターの整備は公民

館区に１館とするなど、整備計画の変更や、運営面の見直しを行いました。 

こどもセンターを整備した地域の児童館は閉館され、現在、２３館となっています。なお、

こどもセンターについては、平成２１年４月の陽光台こどもセンターの開館により、本計画に

基づくこどもセンターの整備は完了しました。 

児童クラブにおいては、保護者の就労形態の変化等により児童クラブに対する需要がま

すます増加していることを背景に、市町村の放課後児童健全育成事業に対するより積極的

な取り組みが必要とされ、平成９年には放課後児童健全育成事業が児童福祉法に位置付け

られ、本市においても児童クラブが設置されていない小学校区への施設整備が急務となり、

平成１６年度末までに５５小学校全てに（旧市域）児童クラブの設置を行うことを目標に整備

を進めた結果、平成１７年４月から全小学校区（旧市域）で児童クラブが開設されました。 

また、津久井地域との合併に伴い、平成１９年４月から城山町地域に１箇所のこどもセンタ

ー、津久井町地域に３箇所、相模湖町地域に１箇所、藤野町地域に２箇所の児童クラブが開

設され、平成２０年４月には城山町地域に２箇所の児童クラブ、平成２１年４月には津久井地

域に１箇所、平成２６年９月には相模湖町地域に１箇所、平成２９年５月には相模湖町地域に

１箇所、児童クラブが開設され、現在、市内全小学校及び義務教育学校７１校のうち６７校に

児童クラブが設置されています。なお、児童クラブの設置が無い３校及び青和学園について

は、近隣の児童クラブへの移送を実施しています。 

 

○青葉児童館の事業やイベント 

スタンプラリーや DVD 鑑賞会、卓球教室、季節の行事（七夕、夏休み工作、クリスマス会、

かるた大会、節分など） 
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